















かで，キルパトリックとプロジェクト・メソッドが言及されている（Work 1994; Wrigley 1998; Helle, 
Tynjälä, Olkinuora 2006; Roessingh, Chambers 2011; Holm 2011; Burlbaw, Ortwein, Williams 2013; 
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いうことにまで研究が深められている。代表的なものに，セイヴァリ（Savery 2006），カプラーロら
































































moment）』を生み出す」（Savery 2006: 16）。ここにみるように PjBLにおいてプロブレムは，プロジェ
クトに取り組む過程において事後的に発生するとみなされている。「ウェブサイトをデザインする」
というプロジェクトが先にあって，その過程において学習者は，そのつくり方や，つくるための材料


































and self-regulated）になる学習者の責任」。③「探究の推進力（driving force ）としての，十分に構造




































































choices）」と，「教師／チューターの役割（role of the teacher/tutor）」の二つがあげられている。い
ずれにおいても Savery 2006が根拠として示され 4 ，しかも，具体例をあげながらその相違が論じら
れている。例としてあげられているのは，「心理学と経済学を学ぶ学生のクラスで，学際的なトピッ
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く，「価値ある目的が与えられる可能性が高まる（valuable purposes are likely to be proffered）」とい
うことであり，そのような観点から「与えられるもののうちどれが最善かを教師が判断しなければな






















なるような“school procedure”が必要になるという（Kilpatrick 1918: 323） 。ここでいう“school 
procedure”とは，キルパトリックの先の言葉を借りれば，「学校を動かす」手続きや方法と換言でき

































 1 本稿でプロジェクト・メソッドというとき基本的には，キルパトリックが 1918年に著した「プロジェクト・
メソッド」を指している。


















 5 そのイーガンは，カッツやシャードのプロジェクト・アプローチ（Katz, Chard, Yvonne 2014）に注目して，
プロジェクト・メソッドでも教師が学習者の選択に関与すべきであり，その選択は不作為であってよいとし
ている（Egan 2010: 41-42＝高屋・佐柳 2016: 40-41）。
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